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「メタボリックシンドローム」「メタボリックシンドローム」

高血圧、高脂血症、糖尿病などの生活習慣病と、肥満、特に内臓に脂肪が蓄高血圧、高脂血症、糖尿病などの生活習慣病と、肥満、特に内臓に脂肪が蓄
積した内臓脂肪型肥満とが重なると動脈硬化の危険性が高まる事が分かって積した内臓脂肪型肥満とが重なると動脈硬化の危険性が高まる事が分かって
きました。そのような動脈硬化を発症しやすい状態が「メタボリックシンドきました。そのような動脈硬化を発症しやすい状態が「メタボリックシンド
ローム」といわれています。ローム」といわれています。
メタボリックシンドロームの恐ろしさ、その原因、それをメタボリックシンドロームの恐ろしさ、その原因、それを
予防するための食事や運動の仕方、さらに生活習慣病健診予防するための食事や運動の仕方、さらに生活習慣病健診
について市民の皆さんにわかりやすく説明します。について市民の皆さんにわかりやすく説明します。
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●● 日日 時時

平成１９年５月１２日（土）平成１９年５月１２日（土）
１４時～１６時３０分（１３時３０分開場）１４時～１６時３０分（１３時３０分開場）

●● 場場 所所

浜松市中区板屋町１１１ー１浜松市中区板屋町１１１ー１
アクトシティ浜松コングレスホール３１会議室アクトシティ浜松コングレスホール３１会議室

●● 定定 員員 ３３０名（先着順）３３０名（先着順）●● 共共 催催 浜松市浜松市 ●● 後後 援援 浜松市医師会浜松市医師会

● 県西部浜松医療センター健診センター所長 川西幸衛
「国の考える国民の健康 ＜検診編＞ 」

厚労省は膨大な医療費削減策として、メタボリック症候群こそ救世主と考え、国内の全ての検診にこの概念を取り入れ
る事を決定しています。このバージョンアップした検診が、平成２０年度から始まるはずでしたが、内容について二転三
転しているので、予定通り始められるのかな？開始されれば受診者にとって良いことは、どこで検診しようが判定は同一
のものとなることです（血液検査）。今までは、いろいろな判定基準がありましたが、整理され、受診者には分かり易く
なると思われます。

● 藤野整形外科医院院長 藤野圭司
「メタボリックシンドロームと運動器リハビリテーション 」

メタボリックシンドロームのため、運動療法、特に日々の歩行は重要です。しかし、高齢者の中には膝や腰の痛みを有
し、運動が困難な場合も多い。運動器リハは、これらに対し痛みを軽減し、運動を支障なく行ってもらうための手段とな
ります。

● 県西部浜松医療センター栄養科副科長 岡本康子
「見直そう！食生活・食習慣 ～ 太らない食べ方って？ ～ 」

私たちにとり、１日３回の食事をとることは、生命の維持をはじめ、健康的な生活をしていくうえで、最も重要なこと
です。しかし､その食べ方を間違えると肥満になっていきます。皆さんの食生活・食習慣を見直し、どのように食べたら肥
満を予防､改善できるかをお話ししたいと思います。

● 浜松医科大学附属病院第二内科 森田 浩
「メタボリックシンドロームと糖尿病・高脂血症」

メタボリックシンドロームは、過食や運動不足により内臓脂肪の蓄積を起こし、動脈硬化や糖尿病が発症しやすくなる
状態です。今回は、その病態を内分泌学的に代謝の面から説明し、その進展の予防法について解説したいと思います。

●● 県西部浜松医療センター循環器センター長県西部浜松医療センター循環器センター長 高仲知永高仲知永
「虚血性心疾患」「虚血性心疾患」

メタボリック症候群を放置した結果は動脈硬化の病的進行です。メタボリック症候群を放置した結果は動脈硬化の病的進行です。
そして発症する疾患が心臓では狭心症、心筋梗塞といった虚血性心疾患です。講演では、虚血性心疾患の病態をお話し予そして発症する疾患が心臓では狭心症、心筋梗塞といった虚血性心疾患です。講演では、虚血性心疾患の病態をお話し予
防の必要性をご理解していただこうと思います。防の必要性をご理解していただこうと思います。

５月１２日（土）１４時からアクトシティにて５月１２日（土）１４時からアクトシティにて

《問い合わせ先》
０５３（４５３）７１１１

市民公開講座担当

皆さんからのメタボリックシンドロームに関する質問を事前にお受けします。メールでお問い合わせください。
koho@hmedc.or.jp


